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加
速
化
す
る
建
築
物
の
木
造
化

― 
新
た
な
製
品
・
技
術
の
開
発
・
普
及 

―

　

最
近
、
大
き
な
建
物
や
都
市
部
の
建
築
物

に
積
極
的
に
木
材
を
使
用
す
る
こ
と
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
背
景
と
し
て
次
の

３
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
平
成
12
年
に
施
行
さ
れ
た
建

築
基
準
法
の
性
能
規
定
化
で
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
必
要
な
性
能
を
有
し
て
い
れ
ば
、
部
材

の
種
類
は
問
わ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

２
点
目
が
、
平
成
22
年
に
施
行
さ
れ
た
公

共
建
築
物
等
木
材
利
用
促
進
法
で
す
。
こ
の

法
律
で
は
、
国
が
公
共
建
築
物
を
整
備
す
る

際
、
自
ら
率
先
し
て
木
材
利
用
に
努
め
る
こ

と
と
さ
れ
、
低
層
の
公
共
建
築
物
は
原
則
と

し
て
全
て
木
造
化
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
、
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
の
主
要
施
設
と
な
る
新
国
立
競
技

場
に
お
い
て
も
、
屋
根
部
分
に
ス
ギ
・
カ
ラ

マ
ツ
を
利
用
す
る
等
多
く
の
木
材
を
利
用
す

る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
点
目
が
、
木
材
需
要
の
視
点
か
ら
で
す
。

我
が
国
の
木
材
自
給
率
は
上
昇
傾
向
に
あ
る

も
の
の
30
％
台
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
材
の
主
な
需
要
先
で
あ
る
住
宅
分
野
の
動

き
を
見
る
と
、
新
設
着
工
戸
数
は
近
年
停
滞

し
て
お
り
、
直
近
５
年
間
の
平
均
は
90
万
戸

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
人
口
減
少
に
伴

い
、
住
宅
需
要
の
伸
び
を
見
込
む
こ
と
は
困

難
で
あ
る
と
し
て
、
将
来
の
住
宅
着
工
戸
数

を
平
成
32
年
に
は
70
万
戸
台
、
平
成
37
年
に

は
60
万
戸
台
に
な
る
と
予
測
す
る
大
手
シ
ン

ク
タ
ン
ク
も
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
我
が
国
の
森
林
資
源
は
益
々
充

実
し
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
木
材

が
あ
ま
り
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
中
高
層
建

築
物
や
非
住
宅
分
野
な
ど
で
新
た
な
木
材
需

要
を
創
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
こ
う
し
た
木
造
建
築

の
気
運
の
高
ま
り
を
後
押
し
す
る
、
新
た
な

製
品
・
技
術
と
そ
の
実
用
化
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。木

質
耐
火
部
材
の
開
発

　

中
高
層
の
建
築
物
や
大
規
模
な
建
築
物
を

建
て
る
た
め
に
は
、
火
災
が
発
生
し
鎮
火
す

中郷会新柏クリニック
（千葉県柏市、3階建て、延床面積3,132
㎡、2016 年 1 月竣工）

中
高
層
建
築
物
等
の

木
造
化

木質耐火構造の方式
資料：一般社団法人木を活かす建築推進協議会（2013）「ここまでできる木造建築の計画」
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ＣＬＴ利用事例 
事務所（高知県）６階建て

ＣＬＴ利用事例 
福祉施設（奈良県）５階建て

ＣＬＴ利用事例 ホテル（岡山県）２階建て

る
ま
で
の
間
、
倒
壊
・
延
焼
を
防
止
す
る
た

め
に
必
要
な
耐
火
性
能
を
有
す
る
部
材
を
柱

や
梁
等
の
構
造
部
材
に
使
用
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
木
材
を
用
い
た
部
材
で
こ
れ
を
実

現
し
た
も
の
が
木
質
耐
火
部
材
で
あ
り
、
大

き
く
分
け
て
「
被
覆
型
」、「
燃
え
止
ま
り
型
」、

「
鉄
骨
内
蔵
型
」
の
３
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り

ま
す
。
被
覆
型
は
、
木
材
を
石
膏
ボ
ー
ド
で

被
覆
し
燃
焼
を
防
ぎ
ま
す
。
燃
え
止
ま
り
型

は
、
火
災
時
に
表
面
の
み
で
燃
焼
が
止
ま
る

よ
う
に
、
内
側
に
モ
ル
タ
ル
や
不
燃
処
理
木

材
等
を
配
置
（
燃
え
止
ま
り
層
）
し
た
も
の

で
す
。
鉄
骨
内
蔵
型
は
、
鉄
骨
を
木
材
で
被

覆
し
た
も
の
で
炭
化
し
た
木
材
と
鉄
骨
に
よ

り
燃
焼
を
停
止
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
技
術

に
よ
り
、
１
時
間
の
耐
火
性
能
を
有
す
る
耐

火
部
材
が
開
発
さ
れ
、
中
層
や
都
市
部
の
耐

火
性
能
が
必
要
な
建
築
物
に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、「
中
郷
会
新
柏
ク
リ
ニ
ッ
ク
」（
千

葉
県
柏
市
）
で
は
、
木
の
癒
や
し
効
果
に
着

目
し
た
「
森
林
浴
の
で
き
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

を
目
指
し
て
、
燃
え
止
ま
り
型
の
耐
火
部
材

を
採
用
し
、
都
市
部
に
お
い
て
木
造
・
木
質

化
さ
れ
た
医
療
施
設
を
実
現
し
ま
し
た
。
こ

の
施
設
で
透
析
治
療
を
受
け
る
方
々
の
負
担

感
の
軽
減
や
心
身
の
健
康
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

１
時
間
の
耐
火
性
能
を
有
す
る
木
質
耐
火

部
材
は
、
上
か
ら
数
え
て
４
階
ま
で
の
木
造

化
が
可
能
で
す
が
、
最
近
で
は
上
か
ら
数
え

て
14
階
ま
で
木
造
化
が
可
能
な
２
時
間
耐
火

部
材
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
潟
県
新
潟

市
で
は
、
２
時
間
耐
火
部
材
を
用
い
た
共
同

住
宅
が
建
設
中
で
、
完
成
す
れ
ば
１
階
か
ら

５
階
ま
で
全
て
木
造
で
実
現
し
た
建
築
物
と

し
て
全
国
初
の
事
例
と
な
り
ま
す
。

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
普
及

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
はC

ross Lam
inated Tim

ber

（
ク
ロ
ス
・
ラ
ミ
ネ
イ
テ
ィ
ッ
ド
・
テ
ィ
ン

バ
ー
）
の
略
称
で
、
ひ
き
板
を
繊
維
方
向
が

直
交
す
る
よ
う
に
積
層
接
着
し
た
パ
ネ
ル
で

す
。
平
成
25
年
12
月
に
制
定
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｓ

（
日
本
農
林
規
格
）
に
お
け
る
正
式
名
称
は
、

「
直
交
集
成
板
」
で
す
。

　

欧
米
で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
っ
て
、
10
階
建

て
の
集
合
住
宅
や
商
業
施
設
な
ど
様
々
な
建

物
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
日
本
に
お
い
て
も
、

今
後
の
活
用
が
期
待
で
き
る
新
た
な
木
質
部

材
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、

①	

Ｒ
Ｃ
造
に
比
べ
て
建
物
の
重
量
が
軽
く
な

り
、
基
礎
工
事
等
の
簡
素
化
が
可
能

②	

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
よ
う
に
現
場
で
養
生
す

る
必
要
が
な
く
、
型
枠
職
人
等
熟
練
工
へ

の
依
存
が
少
な
い
た
め
、
工
期
の
縮
減
が

可
能

③	

Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法
で
は
、
大
版
の
パ
ネ

ル
に
よ
り
壁
（
面
）
で
建
物
を
支
え
る
構

造
の
た
め
、
施
工
が
容
易

④	

木
材
は
、
鉄
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
比

べ
て
熱
を
伝
え
に
く
い
素
材
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
一
定
の
厚
み
を
持
っ
た
面
材
で
あ

る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
壁
や
床
に
使
う
と
、
建
物
の

断
熱
性
能
を
確
保
し
や
す
い

等
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
建
物
全
体
の
構
造
材

と
し
て
使
わ
れ
る
「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法
」

（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
水
平
力
及
び
鉛
直
力
を
負
担
す

る
壁
と
し
て
設
け
る
工
法
）
や
、
木
造
の

軸
組
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
Ｒ
Ｃ
造
）、

鉄
骨
造
（
Ｓ
造
）
な
ど
、
他
の
工
法
と
組
み

合
わ
せ
て
、
床
や
壁
な
ど
で
部
分
的
に
利
用

す
る
な
ど
、
幅
広
い
使
い
方
が
で
き
ま
す
。

日
本
初
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法
の
建
物
で
あ

る
３
階
建
て
共
同
住
宅
が
平
成
26
年
に
高
知

県
大
豊
町
に
建
て
ら
れ
て
以
降
、
庁
舎
、
学

校
、
福
祉
施
設
、
ホ
テ
ル
、
事
務
所
、
店
舗
、

建設中の木造５階建て共同
住宅イメージ

（新潟県新潟市、延床面積
742㎡、2017 年 8 月竣工
予定）
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神奈川大学横浜キャ
ンパス国際センター

（神奈川県横浜市、
地上１階・地下１
階、延床面積 772㎡、
2015 年 9 月竣工）

アキュラホーム住まいと
暮らしのサロン

（埼玉県熊谷市、3 階建て、
2016 年 6 月竣工）
Ⓒ 2016 繁田諭

ＡＴＡハイブリッドトラスによ
るスーパーマーケットの施工例

（広島県福山市）

花畑あすか苑
（東京都足立区、5階建て、延床面積9,790㎡、2016年6月竣工）

診
療
所
な
ど
様
々
な
分
野
の
建
物
で
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
や

Ｌ
Ｖ
Ｌ
を
用
い
た
大
規
模
建
築
物

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
み
な
ら
ず
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

工
法
や
Ｌ
Ｖ
Ｌ
に
つ
い
て
も
技
術
開
発
が
進

み
、
大
規
模
な
木
造
建
築
物
が
建
て
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
（
木
造
枠
組
壁
工

法
）
は
、
構
造
用
製
材
で
つ
く
っ
た
枠
組
み

に
合
板
を
張
り
付
け
た
「
パ
ネ
ル
」
で
床
・

壁
・
屋
根
を
構
成
し
て
建
物
を
支
え
る
工
法

で
す
。
戸
建
て
住
宅
を
中
心
に
年
間
着
工
戸

数
は
概
ね
10
万
戸
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、

近
年
は
防
耐
火
性
能
や
耐
震
性
能
の
向
上
に

よ
り
、
大
規
模
な
非
住
宅
建
築
物
へ
も
用
途

を
拡
げ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
花
畑
あ
す

か
苑
」（
東
京
都
足
立
区
）

は
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー

工
法
の
５
階
建
て
耐
火

建
築
物（
一
階
は
Ｒ
Ｃ
造
）

で
、
都
内
最
大
級
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

す
。
地
震
時
の
横
揺
れ

に
有
効
な
新
技
術
と
し

て
高
い
性
能
の
耐
力
壁

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
法
は
北
米
で

開
発
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
輸
入
材
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
平
成
27
年
に
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
基
準
が
改
正

さ
れ
、
ス
ギ
等
の
国
産
材
が
使
い
や
す
く

な
っ
た
こ
と
や
、
国
産
材
を
扱
う
ツ
ー
バ
イ

フ
ォ
ー
工
場
が
全
国
に
拡
が
っ
て
き
て
い
る

こ
と
な
ど
、
国
産
材
の
利
用
拡
大
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｖ
Ｌ
は
、ラ
ミ
ネ
イ
テ
ィ
ッ
ド
・
ベ
ニ
ア
・

ラ
ン
バ
ー（Lam

inated Veneer Lum
ber

）

の
略
で
日
本
語
で
は
単
板
積
層
材
と
呼
ば
れ

て
お
り
、丸
太
を
か
つ
ら
む
き
に
し
て
製
造

し
た
単
板
を
積
層
し
た
も
の
で
す
。積
層
数

を
増
減
す
る
こ
と
に
よ
り
用
途
に
応
じ
た
多

様
な
厚
さ
の
製
品
が
製
造
可
能
で
、柱
や
梁

等
の
軸
材
料
と
し
て
も
利
用
可
能
で
す
。

　

例
え
ば
、「
神
奈
川
大
学
横
浜
キ
ャ
ン
パ

ス
国
際
セ
ン
タ
ー
」（
横
浜
市
）
は
国
産
カ

ラ
マ
ツ
を
使
用
し
た
Ｌ
Ｖ
Ｌ
を
壁
柱
及
び
梁

に
利
用
し
、
Ｌ
Ｖ
Ｌ
の
ス
ト
ラ
イ
プ
状
の
積

層
面
を
積
極
的
に
見
せ
る
な
ど
特
徴
的
な
デ

ザ
イ
ン
の
建
物
で
す
。

低
コ
ス
ト
な
ト
ラ
ス
の
開
発
・
普
及

　

非
住
宅
分
野
に
お
け
る
建
築
物
の
木
造
化

を
推
進
す
る
う
え
で
、
低
コ
ス
ト
化
は
重
要

な
課
題
で
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
や
鉄

骨
造
に
負
け
な
い
コ
ス
ト
競
争
力
を
実
現
す

る
こ
と
で
、
木
造
化
は
さ
ら
に
加
速
化
す
る

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
べ
く
、
開
発
・

普
及
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
住
宅
用
に

加
工
さ
れ
た
一
般
流
通
材
を
活
用
し
た
工
法

で
す
。
例
え
ば
、
一
般
流
通
材
を
組
み
合
わ

一
般
流
通
材
を
用
い
た

非
住
宅
建
築
物
の
木
造
化
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ＢＰ材による高校武道場
の施工例（熊本県八代市）

ＢＰ材（束ね重ね材）

信州型接着重ね梁

信州型接着重ね梁による施工例（熊本県和水町）

せ
た
ト
ラ
ス
（
三
角
形
を
基
本
単
位
と
し
た

構
造
）
に
よ
り
、
大
空
間
を
実
現
す
る
工
法

が
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
般
流
通
材
を

活
用
し
た
建
築
物
の
事
例
と
し
て
「
ア
キ
ュ

ラ
ホ
ー
ム
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
サ
ロ
ン
（
埼

玉
県
熊
谷
市
）」
は
、
特
注
の
大
断
面
集
成

材
や
特
殊
な
金
物
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
住

宅
用
一
般
流
通
材
と
一
般
加
工
技
術
を
用
い

た
工
法
で
大
空
間
の
木
造
建
築
を
低
コ
ス
ト

で
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
中
大
規
模
木
造
プ

レ
カ
ッ
ト
技
術
協
会
（
静
岡
県
富
士
市
）
は
、

平
成
27
年
３
月
に
改
正
さ
れ
た
木
造
校
舎
Ｊ

Ｉ
Ｓ
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ａ
３
３
０
１
）
の
標
準
設

計
図
な
ど
を
活
用
し
、
一
般
流
通
材
と
プ
レ

カ
ッ
ト
加
工
に
よ
る
低
コ
ス
ト
な
木
造
軸
組

標
準
工
法
の
標
準
図
や
構
造
計
算
・
積
算
等

の
設
計
支
援
ツ
ー
ル
を
整
備
し
、
設
計
者
等

向
け
セ
ミ
ナ
ー
開
催
等
の
普
及
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
株
式
会
社
Ａ
Ｔ
Ａ
（
富
山
県

滑
川
市
）
で
は
、
一
般
流
通
材
と
鋼
製
の

張
弦
材
に
よ
り
大
空
間
を
実
現
す
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
ト
ラ
ス
を
開
発
し
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
倉
庫
等
の
施
工
実
績
を
増
や
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
中

小
断
面
の
集
成
材
の
み
に
頼
っ
て
い
て
は
、

山
元
の
Ｂ
材
需
給
に
は
貢
献
で
き
て
も
、
Ａ

材
需
給
の
維
持
・
拡
大
に
は
つ
な
が
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た
め
、
Ａ
材
丸
太
を
原
材
料
と

す
る
無
垢
人
工
乾
燥
材
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
化
の
一
層

の
推
進
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材

品
な
ら
、
強
度
や
含
水
率
な
ど
の
品
質
・
性

能
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
集
成
材
と
同
様

に
設
計
が
可
能
で
す
。
全
国
に
は
製
材
Ｊ
Ａ

Ｓ
認
定
工
場
が
５
６
４
工
場
も
あ
り
ま
す
の

で
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
の
生
産
量
の
更
な
る
拡

大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

重
ね
梁
や
合
わ
せ
材
等
の

新
た
な
製
品
開
発
・
普
及

　

人
工
林
資
源
の
成
熟
に
伴
い
大
径
化
し
た

木
材
の
活
用
や
付
加
価
値
の
高
い
Ａ
材
等
の

製
材
需
要
拡
大
を
図
る
た
め
、
製
材
を
組
み

合
わ
せ
た
大
断
面
の
構
造
材
を
開
発
し
、
非

住
宅
建
築
物
に
活
用
す
る
動
き
も
進
み
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

株
式
会
社
工
芸
社
・
ハ
ヤ
タ
（
熊
本
県
山

鹿
市
）
で
は
、
ス
ギ

柱
用
製
材
を
積
層
し

接
着
し
た
Ｂ
Ｐ
材
（
束

ね
重
ね
材
）
を
開
発

し
、
主
に
中
大
規
模

木
造
建
築
物
の
横
架

材
（
梁
や
桁
）
と
し

て
活
用
し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
に
ス

ギ
Ｂ
Ｐ
材
で
指
定
建

築
材
料
の
国
土
交
通

大
臣
認
定
を
取
得
し
、

施
工
実
績
を
増
や
し

て
お
り
、
現
在
、
ヒ

ノ
キ
Ｂ
Ｐ
材
の
開
発

と
大
臣
認
定
取
得
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

信
州
木
材
認
証
製
品
セ
ン
タ
ー
（
長
野
県

長
野
市
）
で
は
、
カ
ラ
マ
ツ
の
製
材
品
を
接

着
し
た
信
州
型
接
着
重
ね
梁
を
開
発
し
、
平

成
28
年
４
月
に
指
定
建
築
材
料
の
国
土
交
通

大
臣
認
定
を
取
得
し
ま
し
た
。
開
発
さ
れ
た

製
品
・
技
術
の
普
及
に
よ
り
、
カ
ラ
マ
ツ
の

梁
や
桁
等
の
横
架
材
利
用
拡
大
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
製
品
や
技
術
の
ほ
か

に
も
、
民
間
企
業
や
研
究
機
関
の
創
意
工
夫

に
よ
り
、
木
材
需
要
創
出
に
資
す
る
製
品
・

技
術
が
次
々
と
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
新
た
な
製
品
・
技
術
の
開
発
に
よ
り
、

木
造
建
築
物
の
可
能
性
が
拡
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

林
野
庁
で
は
、
こ
う
し
た
民
間
企
業
等
の

製
品
・
技
術
の
開
発
や
普
及
を
後
押
し
す
る

た
め
、
木
質
耐
火
部
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
、
製
材
等

の
需
要
拡
大
に
向
け
た
新
た
な
製
品
・
技
術

の
開
発
の
ほ
か
、
木
造
建
築
物
の
設
計
を
担

う
設
計
者
育
成
等
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
比
較
的
低
質

な
木
材
か
ら
付
加
価
値
の
高
い
木
材
ま
で
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
国
産
材
需
要
拡
大
を
図

り
、
新
た
な
木
材
需
要
の
創
出
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

新
た
な
木
材
需
要
創
出
に

よ
る
林
業
の
成
長
産
業
化

に
向
け
て

77 2017.4 No.121   林野


